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町内会自慢 ①

春日神社

内谷太々神楽

内谷西町内会

人字 内 谷春 日神社に 伝わ る人 々神楽は 、明 治15 年旧9 月 一 9 日第１

回 奉納 以 来107 有 余年 を種 て、昭和６０年 ３月19 日岡 見町 第１ 号無 形

文化 財に指 定さ れ まし た。 太 々柯l楽 発足当時は 、 秋の例 人祭 には ３

日間通 し で奉納し た記 録 も残-､ てお り 、また 。他町 村の 神礼に川 か

け るほ ど洗 練され た舞 であｰ､ たと 語りっ がれ てい ます。

地城 皆 さんの心 の触 れ合い と 、明 るい 地城 社会づ くり を日 ざし、

氏 ’r･- ･同 の 背をＬの び懐か しむ 声と 楽 人の 傑存に 対 する強い 要望 も

あ り、昭 和57 年太 々神 楽保存 会を設 立し ました。 保存 会の なかには

楽 人部を 設け 、古老 楽 人の 熱心 な指導 と若い 豪 人の献身 的 な努力 に

よI 八 舞 数28 曜を 立派に 保存継 承し てい ますか 、後継 者 不足に悩 ま

さ れてお り ます。　　　　　 （町内 会長　 鴨 田安 藏 さん談 ）



冨永町長

・平

成
元
年
度
予
算
ス
タ
ー
ト

豊

か
で

住

み

よ

い

活

力

あ

る

町

つ

く

り

三
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
日
程
で
、
平
成
元
年
第
一
回

国

見
町
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
冨
永
町
長
よ

り
所
信
表
明
と
提
出
議
案
の
説
明
が
あ
り
、
七
日
間
の
会
期
に

亘
り
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

町
政
は
、
こ
の
四
月
か
ら
新
年
度
に
入
り

”豊
か
で
。
住
み

よ
い
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
”
を
目
指
し
た
数
々

の
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
平
成
元
年
度
に
は
、
ど
の
よ
う
な

町
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ニ
ペ
ー

ジ
と
三
ペ
ー
ジ
に
は
平
成
元
年
度
予
算
の
要
旨
、
四
ペ
ー
ジ
と

五
ペ
ー
ジ
に
は
グ
ラ
フ
で
見
る
予
算
を
掲
載
し
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
要
旨

平
成
元
年
度
の
岡
の
予
算
は
．
高

齢
化
、
岡
際
化
な
ど
の
杜
会
経
済
情

勢
に
対
応
す
る
た
め
、
公
債
依
存
度

の
引
下
げ
を
図
る
一
方
、
歳
川
の
合

理
化
．
滴
正
化
な
ど
引
き
続
き
財
政

改
翠
に
取
り
組
み
、
「
平
成
二
年
度

赤
字
国
債
発
行
ゼ
ロ
」
の
財
政
再
建

目
噤
達
成
に
向
け
て
編
成
さ
れ
て
お

り
ま
す
．

こ
の
結
米
、
一
般
会
計
予
算
唆
嗅

は
六
十
兆
四
ｒ

百
円
十
二
億
円
で
、

前
年

度
当

初
予
算
比

較
で

六
・
六

畆

の
伸

び
と
な
『

て

い
ま
す

か
、
国

債

費
や
地

方
交

付
税

な
ど
を

差
引

い
た

一
般
歳

出
は

三
・
二
％

の

増
で
．

全

体
と
し

て
景

気
中
立

型
の

予
算

と
な

Ｊ

ヽ
い
ま
す

．

ま

た
、
国

の
地
方
財

政
計

叫
で

は
、

地

方
財

政
の

歳
人
歳

出
規

模
は
六

十

二
兆
七
千

む

百
二

十
ｔ

億
円

で
・ａ
・
六

％

の
伸

び
と

な
『

て

お
り
、

公
債

費

の
抑
制

、
経

常
経
費

の
節

減
合

理

化

を
図

る

と
と
も

に
、

地
域
の

特
性

を

生

か
し

た
個

性
あ
る
地

城

づ
く
り

の

た
め
．
地

力
叭

独
借

の
確

保
に
配
意

す

る
な

ど
、
財

源
の
重

点
配

分
と

節

度

あ
る

行
財

政
の
運
営

を
行
う

こ

と

と
さ
れ
て

い
ま
す

．

こ
の
よ

う
な
状

況
の
ｔ

と

閥
見
町

で

は
、
地

方
財

政
計
両

の
ほ

か
、
国

の
平

成
元

年
度

の
経
済

見
通

し
、
岡
・

県

の
予
算
編

成
方

針
、

町
民

各
層
の

要
望
な

ど
を

麟
ま

え
、

化
民

生
活
の

充
実
及

び

柵
祉
の

向
卜

と
．

行
政
サ

ー

ビ
ス

の

確
保
を
図

り
な

が

ら
人
口

の
女
定

化
と

活
力

あ
る

町
で
ぐ

り
の

諸
施

策
を

進
め
て

参
り
ま

ず
．

そ

の
た

め
に
、

行
財
政

迎
営

の
幼
率

化
、
一
般
行
財
政
経
費
の
節
減
に
留

意
す
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
財
源

を
投
資
的
、
政
策
的
経
費
に
重
点
配

分
を
行

い
、
来
る
二
十
一
蹶
紀
に
向

け
、
国
見
町
の
あ
る
べ
き
姿
の
基
礎

づ
ぐ
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

Ａ喋田保育所遷助会

歳
　
入

歳
人
で
は
、
町
税
収
人
に
お
い
て

税
制
改
革
も
あ
り
、
私
た
ち
の
町
の

場
合
は
法
人
税
の
占

め
る
割（
日
が
低

く
、
増
収
は
多
く
は
期
待
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す

。
ま
た
、
個
人
住

民
税
は
税
制
改
革
に
よ
り
六
・
四
％

の
減
収
と
な
り
ま
す
が
、
閥
定
資
産

税
は
家
麗
の
新
築
、
評
価
替
な
ど
に

よ
り
卜
三
・
七
％
の
伸
び
か
見
込
ま

れ
、
そ
の
結
果
、
町
税
全
体
と
し
て

一
・
九
％
の
仲
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
、
源
資
と
な
る
国
脱

二
脱
に
加
え
、
消
費
税
の
一
郎
か
対

象
源
資
に
加
え
ら
れ
た
ほ
か
、
ふ
る

き
と
剛
生
分
八
千
万
円
か
女
付
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
十
二
・
八
％
の
伸
び

を
見
込
み
、
十
二
億
九
千
七
百
万
円

を
計
上
し
て

い
ま
す
。

地
方
譲
与
税
は
、
新
た
に
加
わ

‥

た
消
費
譲
与
税
を
二
千
七
百
十
万
円

を
訐
ｈ
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ゴ
ル

フ
場
オ
ー
プ
ン
に
よ
る
ゴ
ル
フ
場
利

川
脱
交
付
金
、
利
子
割
交
付
金
の
平
年

度
化
に
伴
う
歳
入
増
ま
た
公
膏
住
宅

の
建
設
、
林
道
事
業
な
ど
の
国
県
支

出
金
は
二
十
六
％
伸
び
の
一
億
八
千

丘
十
一
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳
　
出

歳
出
は
、
行
財
政
改
革
大
綱
に
基

づ
き
、
経
費
節
減
、
合
理
化
の
推
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
住
民
生
活
の

一
層
の
安
定
、
向
上
を
図
る
た
め
。

事
業
の
緊
急
性
及
び
効
果
な
ど
を
十

分
検
討
し
、
財
源
の
重
点
的
か
っ
効

率
的
な
配
分
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

特
に
情
報
化
、
国
際
化
、
高
齢
化

の
進
行
、
吏
に
は
住
民
意
餓
の
多
様

化
の
時
代
に
対
処
し
な
が
ら
、
国
見

町
か
一
屑
罷
展
す
る
た
め
の
基
礎
づ

く
り
の
年
と
し
て
、
財
政
運
営
を
図

り
ま
し
た
。

以
上
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
二
十
四
億
二
千
万
円
と
な
り
、

前
年
度
ｉ
朷
予
算
に
比
較
し
四
・
八

％
の
伸
び
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。



平
成
元
年
度
の
重
点
施
策

私
は
、
今
日
ま
で
の
国
見
町
の
現

状
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
決
意
を

持
っ
て
、
平
成
元
年
度
の
町
づ
く
り

の
重
点
施
策
を
次
の
よ
う
に
決
定
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
活
力

あ
る
町

づ
く
り
」

第
一
に
『
活
力
あ
る
町
づ
く
り
』

の
推
逃
に
努
め
ま
す
。

町
の
活
力
は
経
済
活
動
の
活
性
化

に
あ
り
ま
す
の
で
、
優
良
企
業
の
誘

致
を
図
る
た
め
の
条
件
整
備
と
し
て
、

都
市
計
画
街
路
調
査
費
を
計
上
し
ま

し
た
。

既
存
地
元
企
業
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
商
工
、
中
小
企
業
青
成
預
託
事

業
の
金
融
制
度
の
継
続
及
び
、
商
工

会
の
育
成
強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
観
光
扱
興
の
一
環
と
し
て

厚
樫
山
周
辺
整
備
事
業
を
進
め
ま
す
。

水
田
農
業
確
立
対
策
を
は
じ
め
、

農
山
漁
村
振
興
特
別
対
策
事
業
な
ど
、

農
林
業
の
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

奥
州
合
戦
八
百
年
を
記
念
し
。
ふ

る
さ
と
振
興
の
た
め
の
広
報
広
聴
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

『
快

適
で

住
み
よ

い
郷

土
づ
く
り

』

第
二
に
、
生
活
道
路
網
、
河
川
の

一
‥
膺
の
整
備
を
は
か
り
、
町
富
住
宅

の
建
設
を
予
定
し
、

『
快
適
で
住
み

よ
い
郷
土
づ
く
り
』
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
引
続
き
公
共
下
水
道
や
、

水
資
源
対
策
。
家
庭
の
廃
楽
物
処
理

に
要
す
る
経
費
を
計
ｈ
し
ま
し
た
。

観
月
台
公
園
は
、
町
民
皆
さ
ん
の

憩
い
の
場
と
し
て
重
要
で
あ
り
。
溜

池
の
改
修
と
岡
辺
繁
備
を
す
す
め
る

た
め
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

「
福

祉
と

健
康
の

町
づ
く
り

」

第
三
は
、
子
ど
も
か
ら
戚
齢
者
ま

で
安
心
し
て
幕
ら
せ
る
、
福
祉
の
町

を
つ
く
り
ま
す
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
第
一
条
件
は

健
康
に
あ
り
ま
す
の
で
。
結
咳
検
診

を
は
し
め
各
種
検
診
を
央
施
す
る
と

と
も
に
、
ウ

ず
Ｉ
キ
ン
グ
大
会
や
健

康
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。

高
齢
者

保
他

対
策
事

業
と

し
て
、

本

年
度
は

新

た
に
肺

ガ
ン
検
診

を
実

施

し
ま
す

、

商
齢
者

福

祉
対
策

と
し
て

、
家

庭

帛

仕
員
派

遣

事
業
、
敬

老
会

、
敬
老

祝
金
交

付
事
業

な

ど
の
ほ
か

、
新

た

に
人
浴
サ

ー
ビ
ス
″７
業

を

進

め
ま
す

。

身
体

障
害

者
禍
祉

に
つ

い
て
は

、

『
ほ

ど
は
ら

授
産

施
設

』
建
設

事
業

を
推

進
し
ま

す

。

「
二
十
一
世
紀
を
担
う
人
材
育
成
」

第
円
は
、
将
来
の
国
見
町
を
担
う

人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

長
い
間
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し

た
大
技
小
学
校
は
、
組
合
立
現
状
で

平
成
二
年
度
に
改
築
か
予
定
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
森
江
野
小
令
校
を
は

匕
め
文
教
施
策
の
整
備
充
尖
に
多
額

の
事
業
費
を
必
要
と
し
ま
す
の
で
、

基
金
を
設
唯
し
、
将
来
の
財
政
需
要

の
地
位
向
上
を
推
進
し
ま
す
、

生
涯
教
育
に
つ
い
て
は
、
公
民
郎

活
助
の
充
火
、
杜
会
体
育
の
奨
励
を

図
り
、
町
民
の
体
力
づ
く
り
や
婦
人

の
地
位
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

文
化
振
興
基
金
の
充
実
を
図
り
、

町
民
参
加
の
文
化
祭
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
民
話
集
の
発
行
、
児
童
劇

の
公
演
を
行
う
と
と
も
に
、
国
見
町

の
姿
を
広
く
町
民
に
ご
朋
解
を
い
た

だ
く
た
め
に
、
町
の
現
況
を
ビ
デ
オ

撮
影
で
記
録
し
紹
介
い
た
し
ま
す
。

『
町

民
総
参

加
の
町
政

推

進
』

第
五
は
、
町
民
総
参
加
の
町
政
を

推
進
し
ま
す
。

毎
月
発
行
し
て
い
る
広
報
紙
の
内

容
を
充
実
し
、
町
政
の
ご
理
解
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
地
区
別
懇
談
会

を
閧
催
し
ま
す
。

特
に
ふ
る
さ
と
創
生
嘔
業
に
つ
い

て
は
、
広
く
町
民
各
層
の
英
知
と
ア

イ
デ
ア
を
結
集
し
て
対
処
し
て
参
り

ま
す
。

▲罵１回町民ウォーキング大会

「
予
算
用
語
メ
モ
」

１
当
初
予
算
と
補
正
予
算

予
算
は
一
会
計
年
度
（
毎
年
四
月

一
口‥
に
始
ま
り
翌
年
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
）

ご
と
に

Ｉ
区
切
り
に
し
て

取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
会
計
年
度
の
開

始
前
に
、
年
川
の
予
算
と
し
て
編
成

さ
れ
た
予
算
を
当
初
予
算
と
い
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
。
当
初
予
算
の
調

螫
後
に
生
じ
た
事
由
に
基

づ
い
て
、

既
定
予
算
を
変
更
ｔ

る
予
算
を
補
正

予
算
と
い
い
ま
す
。

・
一
般
会
計
と
特
別
会
計

予
算
は
あ
ら
ゆ
る
歳
入
・
歳
出
を

一
つ
の
会
計
に
ま
と
め
て
経
理
す
る

の
か
望
ま
し
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
複
雑
膨
大
化
し
た
町
の
事

務
事
業
を
一
つ
の
予
算
で
経
理
す
る

こ
と
は
、
か
え
っ
て
適
当
で
な
く
困

難
で
す
．

そ
の
た
め
に
、
特
定
の
事
業
を
行

う
場
合
や
．
特
定
の
歳
入
で
特
定
の

歳
出
に
あ
て
る
必
要
か
あ
る
場
合
に
、

特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
か
で
き
る

こ
と
に
な
・
て
い
ま
す
．
特
別
会
計

を
除
い
た
．
あ
ら
ゆ
る
行
政
に
必
要

な
収
支
を
経
理
す
る
会
計
を
一
般
会

計
と
い
い
ま
す
．

現
在
、
町
に
は
国
民
健
康
保
険
特

別
会
針
を
は
匕
め
、
九
つ
の
特
別
会

計
か
あ
り
ま
す
．
ま
た
、
水
道
事
業

の
よ
う
に
、
企
業
会
計
方
式
で
経
理

す
る
特
別
会
計
を
公
営
企
業
会
計
と

い
い
ま
す
．

・

地
方
交
付
税

地
方
公
共
団
体
か
、
標
拳
的
な
行

政
水
準
を
確
保
運
営
す
る
た
め
の
経

費
が
不
足
す
る
場
合
に
、
国
が
国
税

の
一
定
割
合
を
、
地
方
公
共
団
体
（

町
）
の
財
政
事
情
に
応
じ
て
分
配
す

る
お
金
で
す
。

●
町
　
債

町
が
歳
入
の
不
足
を
柵
う
た
め
に
。

資
金
の
借
入
れ
を
行
う
こ
と
に
よ

う

て
、
負
担
す
る
債
務
を

い
い
ま
す
。

三
月
末
日
現
在
の
町
債
の
見
込
み
額

は
、
十
七
億
二
百
六
十
五
万
円
で
す
。

・
公
　
債
　
費

町
債
の
元
金
償
還
及
び
利
子
の
支

払
い
に
要
す
る
経
賢
の
合
計
額
で
す
．



歳
入
　
二
十
四
億
二
千
万
円

度予算（一般会計）

予算と決算は。町づくりを進めてい

くうえで。とてもたいせっなものです。

町民の皆さんか納める税金はいくらか、

その税金はどのように使われているのか

か。そのあらましをみてみまし１う。

町民の皆さんの家計に密接なっながり

をもっ12,０００人町民の家計簿です。

平成元年度の一般会計予算は、24億

2 . 刈万円、特別会計予算は13億3.587

万円にな7,ています。このうち一般 会計

計分について昭和63年度と比較してみ

ますと｡1 億1,０００万円4  .8 %増）増え

ています｡

町税の内訳

地方交付税

12億9､700万円（S3.6％）

町　税

6 億4 .375万円(  26.6?｡）

県 支
出 金

1億
L824 万川

く4.9 ％ ）

繰 入金4,9･15万円(  2 ｣ % )

国庫支出金28 万円（2.6％）

地 方譲与 税S,190 万円｛3.祢1｝

その他

1億
6｡738万円

(  6.8 %  )

町たばこ税
5 常 374万円 （8.3 ％ ）

その他 れ 3万円（2.7％）

固定資産税

3億L237 万円

(48.5％)

町民税

2  億 6.  第万 円

(  40.5  %  )

１人当りでは

入ってくるお金や 使わ

れるお金を，町民一 人当

りで割 ってみるとどうな

るでしょう，（一般会計

の場合）

(人口は ，64年１月１日-

 ,  2 人・世帯数＝2,

勁 戸)

歳

入

町 た ば こ 税

4 , 463円

町　　民　　税

21 , 633円

固 定 資 産 税

25､940円

町民１人当りの
町税負担額

53 , 459円

１世帯当りの

町税負担額

220,462円

電　　気　　税
(旧法による２ヶ月分)

420円



グラフで見る平成元年
歳
出
　
二
十
四
億
二
千
万
円

総 務 費

4  億 4.  1 万円(  18.6 % )

土 木 費

4億2､208万円（17.4％）

教 育 費

3他4  ,  9万円 （14.２％ ）

衛 生 費

3  億 3 ､ 893 |万 円

い 4.0  ｡  い

農林水産業費

2  億 3.2 偽万円

(9.6％)

公債費

2億503万円

く8.5 ％ ）

民生費

1億

8. 9万円

(7.5％)

消防費

1仙

48 万川

(4,7％)

その他

1億

3｡352万川

(  5 .5 % )

鍍 会 費7.  : 6万円(3.1％)
諸支出金3.415万円(1.4％)

商 工 費L951 万円(0.8％)

予 備 費　600万円(0.2％)

特別会計　13 億3 , 587万円 一般会計当初予算の推移

二
十
三
億
円
千
Ｅ
百
万
円

．
７
ｒ

四

億

．
．
．
千

二

百

万

円

ニ
ト
億
六
千
百
万
円

二
十
一
二
億
千
万

円

こ
卜
四
億
二
千
万
円

歳
　
出

衛　　生　　費

28 .146円

教　　育　　費

28.533円

土　　木　　費

35 , 051円

総　　務　　費

37 ､ 353円

消　　防　　費

9 .492円

民　　 生　　 費

15. 5円

公　　債　　費

17,026円

農林 水産業 費

19.270円



町
職
員
の

人
事
異
動

町
職
員
の
人
事
異
動
か
、
四
月
一

日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

異
動
お
よ
び
昇
格
（

）
内
は
旧
任

▽
産
業
課
主
幹
兼
産
業
係
長
（
保
健

課
主
任
主
査
兼
国
保
係
畏
）
春
日
一

憲
　
▽
企
画
課
主
任
主
査
兼
広
報
広

聴
係
長
（
住
民
課
主
任
主
査
兼
戸
籍

住
民
係
長
）
奥
山
隆
夫
　
▽
住
民
課

戸
籍
住
民
係
長
（
企
画
課
広
報
広
聴

係
長
）
松
浦
京
子
　
▽
保
健
課
国
保

係
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
杜
会
教

育
係
長
）
八
巻
忠
義
　
▽
教
育
委
員

会
事
務
局
杜
会
教
育
係
畏
（
産
業
課

産
業
係
長
）
安
藤
信
男
　
▽
税
務
課

主
査
賦
課
係
（
建
設
課
主
査
都
市
整

備
係
）
八
巻
秋
夫
　
▽
絶
務
課
主
査

（
住
民
課
主
査
戸
籍
住
民
係
）
松
田

き
よ
江
　
▽
総
務
課
主
査
財
政
係

（
企
画
課
主
査
国
土
調
査
係
）
菅
野

信
朗
　
▽
企
両
課
国
土
調
査
係
（
総

務
課
庶
務
係
）
羽
根
田
孝
司
　
▽
住

民
課
戸
籍
住
民
係
（
総
務
課
財
政
係
）

後
藤
浩
子
　
▽
総
務
課
庶
務
係
（
税

務
課
賦
課
係
）
菊
地
弘
美
　
▽
趣
設

課
都
市
整
備
係
｛
税
務
讖
賦
課
保
｝

吉
田
義
勝
　
▽
税
務
課
賦
課
係
（
税

務
踝
固
定
資
産
係
）
佐
藤
克
成

▽
脱
務
課
固
定
資
産
係
（
住
民
課
戸

籍
住
民
係
）
宍
戸
浩
寿
　

▽
森
江
野

幼
稚
園
教
諭
（
藤
田
幼
稚
園
教
諭
）

田
中
陽
子
　
▽
教
育
委
員
会
事
務
局

（
森
江
野
幼
稚
園
教
諭
）
佐
藤
幸
子

▽
藤
田
幼
稚
園
教
諭
｛
森
江
野
幼
稚

圃
教
論
｝
古
田
和
子

教
職
員
の

人
事
異
動

四
月
一
日
付
（

）
内
は
旧
任

退
　
職

▽
瀬
戸
清
司

（
藤
田
小
枚
艮
）

▽
安
藤
畏
吉
（
小
坂
小
校
艮
）

▽
佐
久
間
満
（
藤
田
小
）

▽
佐
藤
ト
シ
ヱ
（
藤
剛
小
）

▽
佐
藤
祐
子
｛
森
江
野
小
剛
主
在
｝

▽
矢
澤
裕
芙
子
（
一

剛
小
講
師
）

▽
八
巻
弘
子
（
藤
田
小
講
師
）

▽
渡
辺
か
ほ
る
（
森
江
野
小
講
師
）

▽
斉
藤
徹
（
県
北
中
講
師
）

▽
伊
藤
輿
澄
（
県
北
中
講
師
）

転

出

▽
船
引
町
立
門
沢
小
学
校
（
藤
田
小

教
頭
）
引
地
正
光
　
▽
梁
川
町
立
富

野
小
校
長
（
大
木
戸
小
教
頭
）
伊
勢

文
朗
　
▽
霊
山
町
立
石
田
小
校
長

（
町
歓
委
派
遣
杜
教
主
事
）
福
鳥
力

▽
福
鳥
市
立
第
四
中
教
頭
（
県
北
中

教
頭
）
佐
々
木
理
　
▽
福
鳥
市
立
飯

坂
小
（
小
坂
小
）
巡
藤
真
理
ｆ

▽
梁
川
町
立
白
根
小
主
事
（
小
坂
小

主
事
）
高
橋
富
美
子
　
▽
三
春
町
立

中
妻
小
（
藤
田
小
）
佐
藤
和
子

▽
原
町
市
立
第
一
小
（
藤
田
小
）
鈴

木
な
お
み
　
▽
郡
山
市
立
芳
賀
小

（
藤
田
小
）
上
石
佳
子
　
▽
宮
城
県

蔵
王
町
立
宮
小
（
森
江
野
小
）
浅
間

は
る
み
　
▽
梁
川
町
立
富
野
小
（
大

木
戸
小
）
菅
野
博
輝
　
▽
梁
川
町
立

梁
川
中
（
県
北
中
）
小
関
瓜
達

▽
福
島
市
立
吾
が
中
｛
県
北
中
｝
黒

澤
一
男
　
▽
瀏
賀
川
市
立
第
二
中

（
県
北
中
）
小
林
一
彦
　
▽
岩
代
町

立
新
殿
中
（
県
北
中
）
丹
治
賢
一

転
　
補

▽
大
木
戸
小
（
小
坂
小
）
門
脇
の

転
入
お
よ
び
新
探
用

▽
藤
川
小
校
長
｛
保
原
町
立
大
田
小

咬
長
｝
秋
葉
芳
古
　
▽
小
坂
小
校
艮

（
桑
折
町
立
伊
達
崎
小
校
長
）
浅
野

榮
　
▽
藤
川
小
敦
頭
（
月
舘
町
立
月

舘
小
敦
頭
）
遠
麟
常
雄
　
▽
大
木
戸

小
教
頭
（
柵
鳥
市
立
信
陸
中
）
菊
池

述
雄
　
▽
県
北
巾
教
頭
（
福
島
市
立

第
二
巾
）
伊
藤
義
火
　
▽
小
坂
小

（
安
達
町
立
渋
川
小
）
平
井
幸
子

▽
小
坂
小
（
鹿
島
町
立
八
沢
小
）

逸
見
他
二
　

▽
藤
ｍ
小
（
保
原
町
立

上
保
原
小
）
池
田
君
子
　
▽
藤
川
小

〔
福
島
巾
立
大
波
小
〕
安
藤
義
則

▽
藤
田
小
（
桧
枝
岐
村
立
桧
枝
岐
小
）

上
田
和
雄
　
▽
藤
田
小
（
新
採
用
）

彫
山
佳
代
子
　
▽
藤
田
小
（
新
採
用
）

長
谷
川
潤
子
　
▽
森
江
野
小
（
伊
達

町
立
東
小
）
佐
久
間
恭
子
　
▽
森
江

野
小
（
新
採
用
）
鈴
木
康
子
　
▽
県

北
中
（
梁
川
町
立
梁
川
中
）
佐
藤
光

雄
　
▽
県
北
中
（
霊
山
町
立
霊
山
中
）

志
水
健
造
　
▽
県
北
中
（
岩
瀬
村
立

岩
瀬
中
）
朝
介
誠
司
　
▽
県
北
中

（
鮫
川
村
立
鮫
川
中
）
高
山
尚
之

▽
森
江
野
小
副
主
査
｛
梁
川
町
立
梁

川
中
剛
主
食
｝
谷
口
賀
代
子
　
▽
小

坂
小
主
事
（
岩
代
町
立
新
殿
小
主
事
）

柳
沼
忠
7
.
　▽
藤
田
小
（
講
師
）
渡

辺
か
ほ
る

仲
野
周
一
郎
さ
ん
ら

1
4
名
が
勇
退

～

消
防
団
で
辞
令
交
付
式
～

四
月
五
日
午
後
三
時
か
ら
．
役
場

会
讌
室
で
、
町
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

今
回
は
、
四
十
年
余
り
の
消
防
団

員
艇
を
有
す
る
仲
野
周
一
郎
分
団
長

（
徳
江
字
川
北
）
．
後
藤
昌
仲
分
団

長
（
川
内
宇
内
上
）
を
は
匕
め
十
六

名
の
方
々
が
刀
退
さ
れ
ま
し
た
．

仲
野
分
団
長
を
は
し
め
、
長
い
川

消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
竹
さ

ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
．

な
お
、
新
幹
部
の
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す
。
　

（
敬
称
略
）

団
畏
　
　
　
　

阿
部
恒
夫

副
団
長
　
　
　

佐
藤
忠
美

教
養
分
団
長
　

林

初
男

″

副
分
団
長

高
柵

力

第
一
分
団
長
　

高
橋
昭
一

″

副
分
団
畏

朽
木
勝
之

第
二
分
団
畏
　

菊
地
昭
平

″

副
分
団
長

須
田
寛
一

第
三
分
団
長
　

村
上
公
月

″

副
分
団
畏

近
野
富
多

第
四
分
団
長
　

斎
藤
栄
司

″

廁
分
団
長

鈴
木
正
夫

第
五
分
団
長
　

佐
藤
正
己

″

副
分
団
長

墨
野

巖

▲消防団辞令交付式

今
月
の
納
税

四
月
は
、
固
定
資
産
脱
・
国
保
税

（
第
一
期
）
の
納
税
の
月
で
す
。

納
期
限
（
五
月
一
日
）
ま
で
に
完

納
し
ま
し
ょ
う
。
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こ　ぐ ちど め

徳江小口留番所跡

菊　 池　 利　雄
▲徳江小口留番所跡

徳
江
字
佐
野
台
の
実
沢
Ξ
之
助
氏

宅
に
は
「
徳
江
村
小
口
留
番
所
制
札
」

｀
紅

む
糾

に

七

″
所
蔵

さ
れ
ｉ

い
る
こ
と
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

こ
の
制
札
に
は
。

蝶

々
。

一
、
他
領
江
米
穀
僥
酒
一
切
不
可
出
人

事
一
、
山
蝋
並
山
漆
口
口
口
口
口
口

Ｉ
、
竹
木
板
不
可
出
之
事

一
、
無
判
之
糸
納
畝
繭
出
事

一
、
通
判
無
之
他
領
江
売
馬
可
相
改
事

一
、
同
断
楮
可
相
改
事

一
、
連
征
文
無
之
女
所
出
改
事

一
、
右
之
通
相
改
他
領

江
一
切
不
可
出

串

一
、
附
手
負
口
連
類
も
の
は
本
改
申
口

口
口
口
口
口
口
口
口
口
口
口

口
口
口

耆
六

月

と
Ｉ

か
れ
て
い
る
。
｛
匚
は
読
み

と
れ
な
い
字
。
国
見
町
教
膏
委
八
会
｝

以
ド
こ
の
小
口
留
番
所
に
つ

い
て

若
干
の
考
察
を
行
っ
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

「
宝
歴
十
一
年
「
一
七
五
こ

御

巡
見
使
案
内
控
」
に
ょ
れ
ば

て

小

坂
・
貝
田
・
茂
庭
三
ヶ
所
者
、
仙
台

人
境
海
道
筋
故
、
口
留
メ
番
人
世
人

宛
被
仰
付
候
、
但
御
扶
持
方
弐
人
扶

持
宛
紋
下
来
侯
。

右
之
外
泉
田
。
山
崎
、
石
母
田
、

徳
江
、
瀬
上
此
五
ヶ
村

二
茂
御
番
人

在
之
侯
得
共
、
脇
道
故
御
扶
持
方
（

不
被
下
侯
。
夫
役
高
等
御
免
シ
相
守

侯
様
二
紋
仰
付
侯
。
留
物
之
儀
（

先

規
之

油
、

山
漆
之

実
、
米

雑

較
、
竹

木
、
絹
。
女
、
又
は
ｆ

負
も
の
馬

。
敖

吟
味

侯

。
留

物

二
而

も
御

役
所
江
願

書
差
上

ゲ
御
吟
味

之
上

、
役
人
方
よ

り
判

形
を

以
。
相

通
し
巾

侯
Ｊ

と
あ

り
、
只

田
、
小
坂
日
留
番
所
の
岡

川
、

ｇ

塚
家
は

二
人
扶

持
の
桑

折
代
官

所

付

の
御
役

人
で
あ

る
の

に
対
し

、
哈

江
な

ど
の

小
口
留

番
所

役
は
扶
持

米

の

給
付

は
な
く
、

文
久

元
年

こ

八

六

二
）
七
月

の

「
谿

領

山
崎
村
明

細

帳
」

に
み

ら
れ

る
よ

う

に

『
一
、
小
口

衍

給
分
之

儀
者
ヽ

四
壱
商
1

 庭 ぎ 
-

忖

丿

拾
石

ッ
ッ
無

夫
役

御
引
被
下

置

６

持
″四
1
‐
６

に

め
　
３
　
当

侯

じ

ぷ

人
股
か
免
除
さ
れ
た

｝
と
あ

る

徳
江
佐

野
台
の

実
沢

家
は
、
東

側

四
〇

〇
じ

に
阿
武

隈
川
よ

り
御
城

米

を

津
出
し

さ
れ

た
徳
江

川
岸
や

、
対

岸
の
梁
川

、

保
原

な
ど

東
根
村

々
へ

の
渡

舟
場

が
あ

る
な
ど

。
川
舟

を
利

川

し
た
商

業
荷
物

の
移

送
も
多

か

っ

た
こ
と

か
ら
前
記

し

た
留

物

の
監
視

に
あ

た
る
た

め
に
股
置

を
み

た
も
の

で

、
剛

設
の
時
期

は
明

ら
か
で

な

い

か

、
幕
末

期
に

お
よ
ん

で

い
る
。

国
見
で

の
他
の

小
口
留

番
所

と
し

て

は
、

石
母
田
上

原
の
松

浦
俊

彦
家

〔
川
乱
心
四
Ｊ

か
判
明

し
て

い
る

が
、
山

崎

と
泉

田
の
小

口
留
番
所

は
現

在
明

ら
か
で
な

い
の
で

、
お

わ
か
り

の
方

は

町
教

育
委
貝

会
へ

お
知
ら

せ
願

い

た

い
。

参
考
文
献

『
国

見
町

史
第

一
巻
、

第

二
巻
』

国

保

コ

ー
ナ

ー

お
医
者
さ
ん
の

上
手
な
か
か
り
方

～
医
療
費
を
有
効
に
使
う
た
め
に
～

重
複
受
診
は
や
め
よ

う

一
つ
の
病
気
で
、
何
人
も
の
医
師

に
か
か
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。
医

師
か
変
わ
る
ご
と
に
検
査
や
処
置
、

注
射
、
投
藁
な
ど
を
や
り
直
す
た
め
、

医
療
費
の
ム
ダ
使
い
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療

を

ち
ょ
り
と
し
た
く
し
ゃ
み
や
ニ
ロ
Ｈ

酔
い
な
ど
で
む
や
み
に
医
師
に
か
か

の
の
は
感
心
で
き
ま
せ
ん
か
、
ふ
だ

ん
と
様
子
か
違
う
と
感
じ
た
ら
、
早

め
に
治
療
を
。
病
気
か
ひ
ど
く
な
っ

て
か
ら
で
は
治
療
も
た
い
へ
ん
で
す
。

薬
ね
だ
り
は
や
め
よ
う

口
本
人
の
薬
好
き
も
あ
っ
て
か
．

薬
や
注
射
を
や
た
ら
に
ね
だ
る
人
が

い
ま
す
．
逆
に
．
医
師
の
指
示
ど
お

り
に
薬
を
飲
ま
な
い
人
も
い
ま
す
．

い
ず
れ
も
医
療
費
の
ム
ダ
使
い
で
す
．

家
庭
医
を
も
と
う

か
か
り
つ
け
の
医
師
だ
と
、
家
庭

環
境
や
家
族
の
璃
歴
・
体
質
、
あ
る

い
は
仕
事
の
内
容
な
ど
を
把
握
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
よ
り
治
療
効

果
か
上
が
り
ま
す
．

診
療
時
間
内
に
受
診
を

急
病
の
場
合
は
と
も
か
く
、
時
問

外
に
受
診
す
る
と
、
加
算
料
金
が
っ

く
し
、
お
医
者
さ
ん
の
負
担
に
も
な

り
ま
す
。

転
出
・
転
人
の

届
出
は
お
早
め
に
!
!

世
帯
主
の
か
た
は
、
自
分
の
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
の
資
格
に
異
動

の
あ
っ
た
と
き
（
他
市
町
村
へ
転
出

し
た
と
き
、
他
市
町
村
か
ら
転
入
し

た
と
き
、
他
の
保
険
に
加
入
し
た
と

き
、
他
の
保
険
を
や
め
た
と
き
、
子

ど
も
か
生
ま
れ
た
と
き
、
加
入
者
が

死
亡
し
た
と
き
な
ど
）
は
、
十
四
日

以
内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．

保
険
証
の
交
付

大
学
な
ど
に
修
学
の
た
め
、
家
族

と
離
れ
て
他
の
市
町
村
に
住
む
被
保

険
者
の
た
め
に
、
＠
保
険
証
を
発
行

い
た
し
ま
す
．

手
続
き
は
．
保
険
証
と
印
艦
、
在

学
証
明
書
（
学
年
が
進
む
た
ぴ
提
出

し
て

い
た
だ
き
ま
す
）
を
持
参
し
、

保
健
課
窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

こ
の
場
合
、
央
際
に
住
む
市
町
村

へ
の
転
出
手
続
き
も

】
緒
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
・



「
内
職
を
委
託

し
て
い
る
事
業
主
」

の
み
な
さ
ん
ヘ
!
!

物
品
の
製
造
、
加
工
な
ど
を
内
職

者
（
家
内
労
働
者
）
に
依
頼
し
て
い

る
事
業
主
の
方
は
「
家
内

労
働
法
」

に
基
づ
い
て
．
毎
午
四
月
一
日
現
在

に
お
け
る
状
況
を
委
託
状
況
届
に
よ

っ
て
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
に
届
け
な
な
け
れ
ぱ

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
．

今
午
も
届
出
の
時
期
に
な
り
ま
し

た
．
提
出
ｔ
忘
れ
な
い
よ
う
に
い
た

し
ま
し
ょ
う
．

な
お
、
用
紙
は
労
働
保
険
年
度
更

新
用
紙
と
と
も
に
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
各
労
働
基
準
監
仔
署
に
も
あ

り
ま
す
．

福
島
労
働
基
準
局

「

若

人

の

翼

」

団
員
を
募
集

福
島
県
で
は
、
県
内
の
優
れ
た
動

労
膏
年
を
海
外
に
派
遣
し
、
広
い
視

野
と
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
、
帰
・国

後
は
地
城
杜
会
の
存
年
り
Ｉ
ダ
ー
と

し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
元
年
度

の
『
若
人
の
冀
』
派
遣
団
員
を
、
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

一
、
募
集
人
員

班
長
、
一
般
聞
員
併
せ
て
7
9名

二
．
応
募
条
件

県
内

に
居
住
す

る
勤
労

疔
年
で

、

次
の
要

件
を
満

た
す
者

に
に
年
齢

○
班
畏
・
‘
’
‐
3
0歳
～
3
5
歳

○
一
般
団
り

・
2
0歳

～
2
9
歳

口
吐
会

参
加

活
動

○
班

長
・：
青

少
乍
活

動
に
か

か
る

優

れ
た
青

年
桁
導
者

で
、

帰
国

後
も
活

発
な
齊
少

年
活
動

か
期

待

で
き
る

者

○
一
般
団
貝
・：
‘’Ｈ
少
年

団
休

、

グ

ル
ー
プ
な

ど
に
加

人
し
現

に
活

動

し
て

い
る
優

れ
た
青
年

、
ま

た
は
、
青

少
年
活

動
に
関

心
を

有

す
る
青

年
で
、
帰

国

後
に
活

兇

な
青
少
年

活
動

か
期
待

で
き

る

者

三
、
派
遣
コ
ー
ス
お
よ
び
期
間

○
欧
州
コ
ー
ス
　
1
5日
間

○
南
米
コ
ー
ス
　
2
0日
叫

○
中
国
コ
ー
ス
　
1
3日
川

○
碑
国
、
東
南
ア
ジ
ア
コ
ー
ス

1
3卩
川

○
オ
セ
ア
ニ
ア
コ

ー
ス
　
1
5日
閥

※
出
発
日
は
各
派
遣
コ

ー
ス
と
も

1
0月
1
8川
（
水
）

四
、
応
募
方
法

「
若
人
の
翼

‘
申
込
書
な
ど
の
書

類
を
そ
ろ
え
、
５
月
2
0日
（
土
）

ま
で
町
教
膏
委
員
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
教
育
委
μ

会
（
雲

八
五
－

一
二

一
一
、
内
線
二
一

心

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

犬
を
飼
い
ま
し
ょ
う
!
!

Ｉ

公

園
管

理
会
～

観
月
台
公
園
は
、
町
民
憩
い
の
場

と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
。
犬
の

糞
の
不
始
末
か
目
に
つ
き
ま
す
。
　こ

れ
か
ら
花
見
の
季
節
を
迎
え
、
多
く

の
人
山
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
犬
の
糞

は
、
飼
主
か
責
任
を
も

ご
ヽ
始
末
す

る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊

募
集
説
明
会

青
年
海
外
協
力
隊
員
は
．
現
地
の

人
々
と
同
じ
言
葉
を
話
し
、
同
じ
と

こ
ろ
に
住
み
、
同
じ
も
の
を
食
べ
、

自
ら
の
利
益
を
求
め
る
こ
と
な
く
、

ひ
た
す
ら
閧
発
途
上
閥
の
新
し
い
国

づ
く
り
に
協
力
し
て
い
ま
す
．

協
力
隊
恥
陥
局
で
は
、
平
成
元
年

度
募
集
説
明
会
を
．
次
の
と
お
り
開

陥
し
ま
す
．

口

資
　
格

二
十
歳
か
ら
原
則
と
し
て
三
十
五

歳
ま
で
の
日
本
国
籍
を
脅
す
る
青

年
男
女

口

派
遣
期
間

二
年
間

［
］
派
遣

職
種

農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
．

土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
約
百
五
十
種

口
観
明
会
間
催
日
時
お
よ
び
場
所

５
月
1
7日
（
水
）

午
後
６
時
ｔ

か
ら
８
時
半
ま
で

福
鳥
市
市
民
会
館

※
詳
し
く
は
、
福
島
県
生
活
福
祉
部

県
民
生
活
課
（
魯
ニ

ー

一
一

匸

）

に
お
川
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
霜
対
策
本
部

を
設
置

町
で
は
、
果
樹
な
ど
の
農
作
物
を

遅
霜
か
ら
守
る
た
め
、
町
の
関
係
農

業
団
体
で
町
防
霜
対
策
本
部
（
本
部

艮
Ｉ
冨
永
武
夫
町
艮
）
を
、
四
月
五

日
に
設
置
し
ま
し
た
。

霜
が
降
り
る
恐
れ
か
あ
る
楊
合
は
、

本
紹
か
ら
広
報
車
、
有
線
放
送
で
広

幅
い
た
し
ま
す
か
、
深
夜
に
わ
た
る

場
合
か
多
く
、
ご
迷
感
か
と
思

い
ま

す
か
。
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
噸

い
い
た
し
ま
す
。

な
お
。
降
霜
の
時
は
重
油
な
ど
を

燃
焼
す
る
た
め
、
黒
煙
か
町
全
体
に

広
が
る
恐
れ
か
あ
り
ま
す
の
で
。
翌

朝
の
洗
た
く
物
な
ど
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

遅
霜
の
被
書
を
最
少
限
に
す
る
た

め
、
町
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
間
は
。
四
月
五
日
か
ら
五
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

身
体
障
害
者

補
装
具
相
談
会
を
開
催

身
体
障
害
者
の
補
装
具
相
談
会
か
、

次
の
日
程
で
闘
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

哺
装
只
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
】
日
時
お

よ
び
場

所

５
月
ｌ
ｎ

（
月
）

午
前
1
0時
か
ら
正
午
ま
で

国
見
町
公
民
館
（
老
人
子
ど
も
室
）

口

持
参
す
る
も
の

○
身
障
者
手
帳
（
戦
傷
手
帳
）

○
保
険
鉦

○
印
鑑



消
費
税
の

相

談
窓

口

を
開
設

四
月
一
日
か
ら
消
費
税
が
ス
‘ｙ
‐

卜
し
ま
し
た
・

消
費
脱
に
関
連
し
た

物
価
闘
題
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

福
鳥
県
で
は
受
付
窓
口
を
次
の
と
お

り
闘
設
し
ま
し
た
’

円
湘
か
っ
適
正

な
消
費
脱
の
実
施
を
可
能
に
す
る
た

め
．
ご
意
見
、
疑
問
な
ど
は
次
の
窓

口
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．

▽

県
庁

県
民
生
活

課
物
価

ダ
イ

ヤ
ル

壼
ニ

ー

四

七
七
四

（
直
通

）

▽
県
北

行
政
事

務
所
県
民

生
活

課

壼
ニ

ー

一

一
一
一

（
内

線
三
四
〇
一
二

三

四
〇

四
）

▽
福
鳥

県
消
費
生

活
セ

ン
タ

ー

霏
二

ｖ

匚
○

九
九
九

（
直
通

）

四
月
は

地
価
公
示
普
及
月
間

今
年
も
四
月
一
日
に
国
土
庁
か
ら

地
価
公
示
か
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地

価
公
示
は
、
郁
市
計
画
区
城
内
の
各

地
域
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
七
地
－

こ
れ
を
標
準
地
と
い
い

ま
す
卜
を
選
ん
で
、
そ
の
適
正
な
上

地
価
格
を
公
喪
し
。
土
地
を
売
買
す

る
際
の
目
安
に
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

ま
た
、
地
価
公
示
価
格
は
、
不
動

産
鑑
定
士
か
鑑
定
評
価
を
行
う
場
合

や
、
国
、
地
方
公
枇（
団
体
な
ど
か
公

共
胴
地
な
ど
を
賈
う
場
合
の
規
準
と

さ
れ
る
ほ
か
、
都
道
府
県
知
事
か
、

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
い
て
。
上

地
売
買
の
届
け
出
が
あ
っ
た
土
地
の

取
引
価
格
の
審
査
を
す
る
と
き
の
規

準
と
も
さ
れ
、
適
正
な
地
価
の
形
成

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

標
準
地
の
価
格
、
標
巾
地
が
接
す

る
道
路
の
種
類
、
幅
員
。
標
準
地
の

周
辺
の
士
地
利
川
状
況
な
ど
を
細
か

く
記
載
し
た
地
価
公
示
の
関
係
蠡
面

は
、
東
京
咽
、
大
阪
圈
、
名
古
屋
圏

内
の
市
区
町
村
と
人
口
五
万
人
以
ｈ

の
市
で
は
各
市
町
村
の
役
掛
と
そ
の

出
張
所
に
、
そ
の
他
の
市
町
村
で
は

役
場
に
．
そ
の
榔
道
府
雌
内
の
も
の

か
令
部
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
て
、
誰
で

も
簡
小
に
閲
覧
で
き
ま
す
．

保
台

所

児
童

を
追
加
募
集

藤
田
保
育
所
で
は
、
さ
き
に
平
成

元
年
度
の
人
所
児
童
の
募
集
を
し
ま

し
た
か
、
定
貫
に
ま
だ
余
裕
か
あ
り

ま
す
。
保
育
時
間
に
つ
い
て
は
午
前

八
時
半
か
ら
午
後
四
時
ま
で
に
な

り

て
お
り
ま
す
か
、
保
護
者
の
都
合
な

ど
か
あ
る
場
合
午
前
七
時
半
か
ら
午

後
六
時
ま
で
延
長
保
有
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
は
。
役
場
住
民
躁
福
祉
係
へ
申

し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は
住
民
課
福
祉
係

（
君
八
五
－

一
二

一

二

内
線
二
一

四
）
か
、
藤
田
保
育
所
（
魯
八
五
一

二
三
七
四
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
・

行
楽
期
の
事
件
・
事
故
を

防
止
し

ま
し

ょ
う

～

春

の

防
犯

運

動
～

南
の
方
か
ら
、
桜
の
便
り
が
届
く

季
節
か
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
行
楽
や
農
作
業
な

ど
で
家
を
留
守
に
し
た
り
。
花
見
な

ど
飲
酒
の
機
会
か
多
く
な
り
、
事
件

や
事
故
か
増
加
す
る
時
期
と
な
り
ま

す
。県

警
で
は
、
こ
う
し
た
事
件
や
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
防
犯
協
会
や

町
な
ど
関
係
磯
闃
と
協
力
し
て
。
桜

の
開
花
期
か
ら
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
に
か
け
て

『
眷
の
防
犯
運
動
』
を

実
施
し
ま
す
。

地
城
ぐ
る
み
で
、
犯
罪
や
事
故
の

な
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
し

戸 籍 の 窓 口
く３月受付分）

出生おめでとうござい ます
‾‾ 子 の 名　保 縵 者　 ・1内食

大 地(だ い ち)一條 昭仁 宮　 柬
知香子(ち か こ)後藤　 実 耕　 谷
唯( ゆ　 い)鴨田　 忠 源宗山北

孝 成(たかなり)佐藤 孝之 石毋田表
結婚お め でとうご ざい ま す

氏　　 名
佐 藤 一 彦

矢 鳥 裕
子

八 巻 仙 洞

佐 藤 佳 子
古 山 智 梢
佐 藤 静 香
蓬 田　　 裕
菅 野 美代子
斎 藤iE 葵
庶 箸 恭 子
谷 津 洋 ・

待 野　さち子
八 巻　鈿 光
黒 須 尚　子

町内会
哨　 七
桑 折 町

碪　 七
口　 田
只　 田
梁 川町
泉 田 中
保 原 町
駅　 前

橘 鳥4f
山　 槻
自 石 市
第　 七
福 鳥 市

おく や み申し 上げ ます
氏　　 名　　　年齢　　 町内会

高 野　グ　ニ　　68　　 鳥　 収
佐 藤 藏 油　　73　　 石母川去
而 月　一一 大　　79　　 大　 坂

紺 野 辰 雄　　60　　 亰 用
上

總 江　ヨ　シ　　87　　 本　 町
佐 藤 徳 造　　74　　E　 野
菊 地 定 平　　83　　 並　 柳

菅 野　ト　キ　　6S　　 内 谷 西
斎 藤　ミ　チ　　85　　 源宗山東
近 野　トミ子　　65　　 痢　 四
紺 野 綸兵衛　　77　　 本　 町
齊 藤 金三郎　　8S　　 只　 用
為 檎 幸 雄　　67　　 錦　 町
阿 郎 啓 時　　76　　 石毋田北

人 口 と 世 帯

４月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

･男5  , 769人 （－17 ）

･女6  , 230人(  ｰ 4 )

･ 計 II , 9991人(?21)

世帯数2  , 9 戸(  十 6 )

転 人51 人

転 出62 人

出　生　4 人

死　亡　14人

心配ごと相談日
鳩 所 ： 役場 二 階 相談 塞 （東側人口からお入り1ごさい）

時 閥 ： ９時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがあり ましたら、

お飢畦にご 相談下さい。 秘密は絶対に守ります。
〔相 緕 只〕

４月25卩（火）高檎藤右工門・安藤トヨ

５月 ６日（土）高橋 隆雄・佐藤八重子

５月 日 (月）吉川　弥霧・吉田とし子

４月　卯月（うづき）

17日（月）科学技術週間

1叩 （火l!発明のｎ

加日（木）
丶
敵 雨

郵便週間

四 日 ( 土）みどりの11・

５月　皐月（さつき）

１日（月） メーデー

３日（水）憲法記念日

５日（金）こどもの卩

立 夏

10日（水）愛鳥週間



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

魯８５－2676

（有》 4  1  5  6

平
成
元
年
度

公
民
館
運
営
方
針
と
努
力
事
項

公
民
館
は
、
町
振
興
計
画
を
ふ
ま

え
、
さ
ら
に
教
膏
委
貝
会
が
設
定
し

た
平
成
元
年
度
重
点
施
策
の
具
現
化

に
っ
と
め
る
た
め
、
杜
会
の
変
化
に

対
応
し
な
が
ら
地
域
の
実
態
に
即
し
、

平
成
元
年
度
の
運
営
方
針
と
努
力
事

項
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
．

運
　

営
　

方
　

針

巾
現
代
社
会
に
対
応
す
る
生
涯
教

育
実
践
活
動
の
推
進
と
地
域
の

特
性
を
生
か
し
た
学
習
活
動
を

促
進
し
ま
す
。

口
学
習
の
機
会
と
場
の
設
定
及
び

学
習
情
報
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

ぼ
社
会
体
育
の
充
実
と
施
設
活
用

の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

㈲
社
会
教
育
施
般
、
設
備
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
適
正
な
活

用
に
努
め
ま
す
。

叩
公
民
館
迎
営
審
議
会
の
効
果
的

な
運
富
を
工
夫
し
、
社
会
教
育

へ
の
反
映
に
努
め
ま
す
。

努
　
力
　
事
　
項

巾
生
涯
教
育
の

住
民
の
学
習
要
求
を
把
握
し
、

生
涯
教
育
の
普
及
啓
発
の
推
進

を
は
か
り
、
「
互
い
に
力
を
合

わ
せ
励
ま
し
合
い
。
心
身
と
も

に
健
康
に
し
て
自
主
性
、
剛
造

性
に
富
む
町
民
の
青
成
」
に
努

力
し
ま
す
。

ぷ
社
会
教
育
事
業
の
充
実

各
年
齢
屑
に
応
じ
た
学
習
機
会

の
拡
大
と
内
容
の
充
尖
に
努
め
、

町
の
特
性
を
活
か
し
た
嘶
梟
を

推
進
し
ま
す
。

ぶ
青
少
年
教
育
の
事
業
の
推
進

学
校
。
家
庭
、
社
会
、
各
鱸
団

体
と
の
連
携
を
は
か
り
、
心
身

と
も
に
健
や
か
で
自
主
性
を
生

か
す
教
青
、
事
業
の
推
進
と
、

望
ま
し
い
地
城
活
助
の
醸
成
を

は
か
り
ま
す
。

圃
学
習
情
報
の
推
進

町
内
小
学
校
、
文
庫
。
事
業
所

と
の
連
携
を
密
に
し
、
町
民
に

読
書
の
機
会
を
提
供
し
、
良
怎

の
粁
及
と
献
漑
‥
を
通
じ
て
豊
か

な
教
養
と
知
識
を
養
い
、
健
康

で
明
る
い
町
づ
く
り
を
図
り
、

読
書
の
習
机
．
日
常
化
を
図
り

ま
す
．

ぶ
杜
会
体
育
の
充
尖

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
は
か
る

た
め
、
体
宵
団
体
、
関
係
機
関

と
連
携
を
密
に
し
、
各
種
ス
ボ

ー
ツ
人
会
、
教
室
を
闘
催
し
ス

ポ
ー
ツ
人
口
の
拡
大
と
町
民
休

力
の
増
進
を
目
指
し
、
吐
公
体

育
の
推
進
を
は
か
る
．

乂
．
又
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
斤
成

と
体
育
施
設
の
幼
果
的
な
活
川

を
は
か
り
ま
す
．

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス

受
講
生
募
集

く
に
み
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

で
は
、
次
の
要
領
で
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

一
、

期
日

平

成

元

年

六

月

五

、

六

、

－

‐‐
．一
、

ニ

ト

、

ニ

ト

七

卜

の

£

回

二
、
時
間

午
後
七
時
～
午
後
九
時

三
、
鳩
所

国
見
町
森
江
野
町
氏
セ
ン
タ
ー

四
、
経
費

五
〇
い
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
气

○
五
○
円
は
別
途
）

五
、
後
援

国
見
町
公
民
館

六
、
指
導
者

県
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
本
部
の
石
田

芳
雄
氏

七
、
募
集
人
員

二
十
名

※
申
し
込
み
は
。
く
に
み
バ
ウ
ン
ド

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
長
―
佐
々
木
治
郎

（
酋
八
五
―
二
五
一
一
）
へ
。
五
月

ニ
ト
日
ま
で
。

ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

五
月
に
実
施
予
定
の
大
会
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
．
多
数
参
加
く
だ

さ
い
．

な
お
、
天
候
な
ど
に
よ
り
実
施
日

か
変
更
さ
れ
る
場
合
か
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
町
公
民
館
へ
お
問
い

（
口
せ
く
だ
さ
い
．

◇
春
季
職
場
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

と
　

き
　

五
月
十

叫
口
‥
（
日
）

と
こ
ろ
　

町
民
グ
ラ

ン
ド

◇
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
町
予
選
会

壮
年
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会

と
　
き
　
五
月
ニ
ー
一
口
（
日
）

と
こ
ろ
　
町
民
グ
ラ
ン
ド

町
社

会

教
育
関

係
者

委
員
の
合
同
会
議

開
催
さ
れ
る

二
川
ニ
ト
七
日
（
月
）
午
後
二
時

二
十
分
か
ら
。
公
民
館
で
町
吐
会
教

介
関
係
番
口
の
介
同
会
議
か
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
合
同
会
議
は
、
杜
会
教
育
委

員
、
文
化
財
保
護
審
議
委
員
、
公
民

館
運
営
審
議
会
委
員
に
よ
り
闘
か
れ

ま
し
た
。

会
議
は
、
最
初
に
各
委
員
会

ご
と

に
分
科
会
か
行
わ
れ
、
委
嚇
期
間
中

の
事
業
の
反
省
と
新
年
度
の
事
業
推

進
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

続

い
て
全
体
会
で
各
委
員
会
よ
り

要
望
、
意
見
な
ど
の
報
告
か
あ
り
ま

し
た
。

合
同
会
議
で
は
、
六
十
三
年
度
を

反
省
し
、
新
年
度
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
か
、
年
齢
期
に
適
応
し
た
学
習

が
な
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

町
民
の
学
習
要
求
と
。
町
民
に
対
す

る
学
習
課
題
を
総
合
的
に
と
ら
え
、

生
涯
学
習
、
活
動
の
推
進
方
策
な
ど

豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
‐。
助

に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
な
ど
の
意
見

か
な
さ
れ
有
意
義
の
う
ち
に
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

▲活発な意見が出された合間委員会



会
員
募
集

国
見
町
テ
ニ
ス
部

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
の
解
消
な

ど
の
た
め
会
員
に
な
っ
て
運
動
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
年
会
費

○
絞
習
口

五
、
〇
〇
〇
円

（
入
会
金
含
む
）

ナ
イ
タ
ー

（
毎
週
木
曜
卜
）

午
後
六
時
半
～
八
時
ｔ

（
毎
週
日
昭
口
）

午
前
九
時
～
十
一
時

○
申
し
込
み
は
、
名
前
、
住
所
、

勤
務
先
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

一
組
五
名
以
上
で
申
し
込
み
し
て

く
だ
さ
い
．．

０
申
し
込
み
先

国
見
町
公
民
館
へ

Ｓ
八
五
－

二
六
七
六

▲テニスでいい汗液しましょう

▲力作に喜ぶ斉年学級生

青
年
学
級
生

募
　
集

現
在
、
町
公
民
館
で
は
次
の
要
領

で
青
年
学
級
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
、

記

町
内
に
在
住
す
る
ぢ
年
明
な
で
、
1
8

歳
以
上
の
方

活
動
日

毎
週
木
曜
口
‥

闘
講
式

４
月
2
7日
（
木
）
、
午
後
七
時
ｔ

か
ら

内
容

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
（

イ
ク
、
模
擬
結

婚
式
な
ど

申
し
込
み

４
月
2
4卩
ま
で
町
公
民
郎
へ

かぶとを脱ぐ

工
事
現
場
の
作
業
員
、
バ

イ
ク
の
運
転
者
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
ら
が
か
ぷ
る
の
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
で
す
が
、
奮
の
武
士

は
頭
部
を
守
る
た
め
に
鉄
製

の
武
具
か
ぷ
と
（
兜
・
胄
）

を
か
ぷ
り
ま
し
た
。

か
ぷ
と
は
瀰
に
の
せ
る
鄒

と
、
そ

の
下

に
垂

ら
し
て

首
を

保
護

す
る

鑷
か
ら
で

き
て

い
ま

す
が
、

時

代

に
よ

っ
て

形
に

変
化
が

あ
り
。

美

術
品

と
し
て

優
れ

た
も
の

も
少
な

く

あ
り

ま
せ
ん

。
現
在
で

は
、
端
午
の

節

句
に
飾

る
武
者

人
形
の

『
か

ぷ
と
人
形

』
に
そ

の

婁
を
と

ど

め
て

い
ま
す
『
．

か

ぷ
と
人
形
の
略

称
は
『
か

ぷ
と
』
．．
ま
た

、
男
の

子
の

こ
と
を
『
か
ぷ
と
』
と
い
う
呼
び
方

も
あ
り
ま
し
た

『
か
ぷ
と
を
脱
ぐ
』
は
、
降
伏
の

意
志
表
示
と
し
て
、
か
ぷ
っ
て
い
た

も
の
を
取
る
こ
と
か
ら
、
論
争
な
ど

で
相
手
に
降
参
す
る
場
合
に
便
わ
れ

ま
す
　
こ
れ
に
近
い
表
現
は
、
ボ
ク

シ
ン
グ
で
敗
北
を
認
め
た
と
き
の
『
夕

オ
ル
を
投
げ
る
』
で
し
よ
う
。

俗
語
と
し
て
の
「
か
ぷ
と
を
か
ぶ

る
」
は
、
大
き
な
杯
や
升
に
入
っ
た

酒
を
一
気
に
飲
み
干
す
こ
夕

そ
の

し
ぐ
さ
が
似
て
い
る
か
ら
で
す
が
、

「
イ
ッ
キ
の
み
」
と
同
じ
く
、
あ
ま

り
い
い
言
葉
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

ちまき

端
午
の
節
句
の
供
え
物
は
柏
餅

と
ち
ま
き
、
と
い
う
風
習
は
ほ
と

ん
ど
全
国
共
通
の
よ
う
で
す
．

柏
餅
は
量
産
し
や
す
い
た
め
、

五
月
の
節
句
の
時
期
以
外
に
も
出

回
っ
て
い
ま
す
か
、
ち
ま
き
は
手

作
り
で
手
間
が
か
か
る
た

め
、
節
句
の
時
期
に
限
っ

て
売
る
店
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
で
し

ょ
う
か
、
最
近
は
柏
餅
を

知
っ
て

い
て
も
、
ち
ま
き

を
知
ら
な
い
子
供
が
い
る

よ
う
で
す
。

一
般
的
な
ら
ま
き
は
、

餅
米
を
主
な
材
科
と
し
て

円
鍵
型
に
形
づ
く
り
、
笹
や
竹
の

皮
な
ど
で
巻
い
た
あ
と
、
は
が
れ

な
い
よ
う
に
イ
グ
サ
で
し
ば
っ
た

食
品
で
、
せ
い
ろ
う
で
蒸
し
て
食

べ
ま
す
、
も
と
も
と
は
中
国
か
ら

伝
来
し
た
も
の
で
す
が
、
一
伊
勢

物
梧
・`
（

十

世
紀
前
半

）
や

『
古

今
和
歌

集
』
（

十
世

紀
初
頭

）
に

も
出
て

く
る
よ

う
に
、

日
本
で

も

古
く

か
ら
親
し

ま

れ
て

き
た
食

べ

物
で

す
。

現
在

。
市

販
さ

れ
て
い

る
ち
ま

き
の

代
表
的

な
も

の
に
は
、

う
い

ろ
う

ち
ま
き

や
苹

か
ん
ち

ま
き
、

葛

粉
で
作
っ

た
水

仙
ち
ま
き

な
ど

が
あ

り
ま
す

。
ま
た
、

昔
は
家
で

手
作

り
し
て

い
た
の
で
、

地

方

に
よ
っ
て

さ
ま
ざ

ま
な

ち

ま
き
が

伝
統
食
と

し
て

生

き
続
け
て

い
ま
す

。
な

か

で
も
餅

米
を
笹
で

巻
い

た

三
角
ち

ま
き
、

餅
米
を

あ

く
汁
に

ひ
た
し
て

竹
の

皮

で
巷

い
た
あ
く

巷
、
干
し

え
び

や
豚
肉
を

ま
ぜ
た
・
。一

飯
の
ち
ま
き
な
ど
は
、
最
近
は
郷

土
食
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
ご
存
じ
の
よ
う
に
、

五
月
五
日
の
「
こ
ど
む
の
日
」
か

ら
十
一
日
ま
で
は
児
童
福
祉
週
間

で
す
。
今
年
の
標
語
は
「
遊
び
は

こ
ど
も
の
ご
は
ん
だ
／
こ
1
1
1
1－

ゆ
と
り
の
時
代
へ
向
け
て
、
子
供

は
大
い
に
遊
ん
で
、
の
び
の
び
と

育
つ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。



小
嶺
監
督
が

講
演
・
実
技
指
導

サ
ッ
カ
ー
の
全
日
本
選
抜
チ
ー
ム

の
監
督
を
努
め
た
畏
崎
県
国
見
町
の

小
嫩
思
敏
国
見
高
校
サ

。
カ
ー
部
監

督
が
、
三
月
十
三
日
わ
が
町
を
訪
れ
、

講
演
会
と
実
技
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

小
讃
監
督
は
高
校
サ

″
カ
ー
監
督

と
し
て
国
見
、
鳥
原
商
両
校
を
訐
五

回
「
日
本

ご

に
導
い
て
い
る
名
監

督
。今

回
は
同
じ
町
名
か
緑
で
、
国
見

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
東
海
林
一
樹

会
艮
）
と
閥
見
長
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
が
‥父
流
を
企
両
し
た
の
が
き
・

か
け
で
７
国
見
長
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
役
貫
六
名
と
と
も
に
来
町
し
ま

し
た
。

講
演
会
は
「
人
づ
く
り
と
は
」
と

題
し
、
監
竹
と
し
て
の
体
験
談
な
ど

を
杓
二
時
間
に
わ
た
り
講
演
し
。
会

場
に
つ
め
か
け
た
約
二
百
一
阯
十
人
の

聴
衆
は
熱
心
に
聞
き
人

ご
Ｉヽ
い
ま
し

た
。ま

た
、
尖
技
指
導
は
会
嶋
を
町
民

体
育
館
に
移
し
、
小
学
生
か
ら
高
校

生
ま
で
の
約
七
十
人
を
熱
心
に
桁
導

し
ま
し
た
。
予
ど
も
た
ら
は
。
名
監

慳
の
前
と
あ
っ
て
ち
ょ
っ
と
緊
張
し

な
が
ら
も
『
ボ
ー
ル
を
拾
う
時
も
手

は
使
わ
な
い
で
』
な
ど
、
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
き
。
熟
心
に
指
導
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

媒
酌
人
に
感
謝
状

～
農
業
後
継
者

対

策
協

議
会
～

ご
．
月
二

十
二
日

、
役
場
会

議
室

で
、

農
業

後
継
者

へ
の

媒
酌
を

務

め
ら
れ

た
方

に
対

し
．
感

謝
状
贈

殖
式

が
行

わ
れ

ま
し

た
．

こ

の
日

感
附
状

を
受
け

た
の

は
．

閥
見

町
の

農
業

後
継

者

の
媒
酌

人
と

し
て

尽
力

さ
れ

た
菅
野

袴
一
郎

さ
ん

（

山
崎
字
ｈ

耕

谷
）
を

は
じ

め
、
町

内
外

の
媒

酌
人

十
四
人
で

、
町

の
花

嫁

、
後
継

者
不
足

解
消

に
功
績

の
あ

っ
た
方

々
で
す
．

町
農
業

委
ｎ

会

で
は

、
豊

か
で
潤

い
の
あ

る
町

づ
く

り
の
担

い
ｆ

確

保

と
し
て

、
こ

れ
か
ら
の

農
業
経

営

に
、

若

い
創
意

と
工

夫
を
老

か
し

、
町
の

発
展
を

め
ぎ
す

た

め
、

農
叢

後
縦
者

対

策
協
議

会

（
占

田

進
会

妊

）
を
組

織
し
、
農
家
の
嫁
不
足
の
解
消
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
国
見
町
の
未
婚
の
農
業
後

継
者
は
、
二
十
歳
代
で
二
百
二
十
四

人
。
三
十
歳
以
上
で
百
二
十
七
人
の

合
計
三
百
五
十
一
人
の
未
婚
の
方
か

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
出
席
者
か
ら

は
『
交
流
の
場
を
つ
く
り
、
積
極
的

に
取
り
組
む
こ
と
か
大
切
』
な
ど
の

意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

一
休
さ
ん
の
立
看
板
を
設
置

～
交
通
安
全
協
会

森
江
野
部
会
～

森

江

野
地
区
の

徳
江
字
中

ノ
内

地

内

の
広
城

農
道
沿

い
に
、

こ
の
三

月

ご

休
き

ん
“
を
モ

デ

ル
に
し

た
交

辿
‥‘’ｆ
故
防
1
1
:を
呼

ぴ
か
け

る
立
看

板

か

設
置
さ

れ
ま
し

た
。
道

路
の

ど
ち

ら
側

か
ら
呶

て
も

見
え
る
よ

う
、
両

而

に
一
休

さ
ん
の
絵

が
描
か

れ
て

い

て
、
ふ
ろ
し
き
包
み
を
手
に
し

た
一

休
さ
ん
の
か
わ
い
ら
し
い
け
さ
姿
。

今
年
一
月
。
同
地
区
の
広
城
農
道

で
一
件
の
交
通
死
亡
事
故
か
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
交
通
安
全
森
江
町
部
会

の
会
長
（
村
上
公
月
さ
ん
）
を
は
匕

め
役
口
の
方
々
の
仲
折
り
に
よ
り
、

交
通
事
故
撲
滅
を
噸
っ
て
建
て
ら
れ

た
も
の
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
。
交
通
事
故
は

悲
惨
で
す
。
一
瞬
に
し
て
、
幸
せ
な

家
庭
を
崩
壊
し
ま
す
。
四
月
六
口
か

ら
十
日
間
、
劵
の
全
国
交
通
安
全
運

助
か
一
斉
に
艇
開
さ
れ
ま
す
。
駆
を

運
転
を
す
る
と
き
は
。
く
れ
ぐ
れ
も

ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に
／・

▲実技指導 ▲講演会

▲吉田会長から媒酌人に鵬謝状

▲i一休さんj をモデルにした立場板

編
集
日
記

○

四
月

に
入
り

、
毎
日

ホ
カ
ホ

カ
陽

気

か
続
き

参
本
番

を
感
じ

ま
す

。
桜

加

線
も

い
っ
き

に
北
上
し

、
例
年

に

比

ベ
ト
日

か
ら

卜
五
日
も

早

い
隘

の

開
花

宣
言

か
出
さ

れ
ま
し

た
、
観
月

台
公

園
の
桜

し
、

四
月
四
日

現
在

、

。一
。分
咲

き
ぐ

ら

い
ま
で
進
み

。
も
う

す
ぐ
桜

の
Ｆ

で

”花

見
の

宴
”
が

に

ぎ
や

か
に
繰

り
広

げ
ら
れ
そ
う

で
す

。

匸
冬
瑚
間

。

通
行
止

め
に
な

ご

』ヽ
い

た
磐
梯
瓦
に
毒
ス

カ
イ
ラ

イ
ン
の

除
雪

作

業
し
始

ま

り
。
観
光

シ
ー

ズ
ン
間

近

今
月

末
か

ら
始
ま

る
ゴ

ー
ル

デ

ン
ウ
イ

ー
ク
を
控

え
、

冬
ご
も

り
し

て

い
た
も

の
か

、
一
卉

に
Ｈ

を

覚
ま

し

ま
し

た
。
　
　
　
　
　

（
Ｋ

）

発

卜
∵

編

集

ｓ

兄

町

齔

鹵

丿

鰄

鳥

県

伊

遠

郡

国

‥χ

町

人

字

藤

Ⅲ

字

．ｒ

川

．
．
２

の

１

琴

乢

心

瓦
↓

・
ｔ
　

ａ

・
　
・
．
川

五

‐

’叭

ｈ
・
ｊ
．
．
．

ミ

ヽ
代

良

）
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